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介護老人保険施設 せんけい苑 

洲本伊月病院 新館 

徳島 伊月病院 

徳島 健診ｸﾘﾆｯｸ 

洲本伊月病院 本館 



医療法人いちえ会の主な施設 

◆徳島市 病院 ８９床（一般） 
        有料老人ホーム ９８床(住宅型) 
        伊月健診クリニック 
  
◆洲本市 病院 １７８床 
        (一般７８床・療養７０床・回復３０床) 
         健診施設・PET・人工透析１６床 
        老人保健施設 １００床 
        グループホーム ３６床 
                    小規模多機能施設 ２カ所 



カメリア 

伊月病院 
デイケアセンター 

いちご訪問看護ステーション 

いちごヘルパーステーション 

伊月クリニック 

いちごの家・加茂 

加茂 

いちごの家・築地 

いちごの家・納 

いちご保育園 

社会福祉法人 
いちえ福祉会 

グループホーム 

洲本市在宅介護支援ｾﾝﾀｰ 

小規模多機能施設 

デイサービスセンター 

いちごの家・上物部 
グループホーム 

地域支援ハウス  いちごの家・上物部 
子育て支援ハウス いちごキッズ・上物部 
居宅介護支援事業所 
ヘルパーステーション 

養老老人ホーム 伊月荘 

社会福祉法人 いちえ福祉会 

有料老人ホーム 

いちご居宅介護支援センター 

徳島いちご苑 

グループホーム 



理念 

一期一会の心をもって 

医療・介護・福祉活動を行い

社会に奉仕する 

併せて自己実現をはかる 

“ Pax intrantibus salus exeuntibus ” 
来たれル人にやすらぎを 去りゆく人に幸せを 



洲本伊月病院 概要 



受け入れの動機・理由 

医療保険改定で７対１の病棟により   
看護師が公的病院等に転籍となり
看護師不足となった 
 

以前は洲本市医師会准看護学校よ
り卒業生が毎年約３名は入職して
いたが、平成２０年に廃校となった
為、人員確保が難しくなった 

 



受入れの準備・体制について 
当院で二期生（平成２２年５月来日）２名を受入 
大阪での研修会開催時に初めて面談したが 
通訳を通してでないと会話が出来なかった  



（財）海外技術者研修協会の研修所で６ヶ月の
研修を終え、平成２２年１１月に当院へ赴任が
決まり、借り上げマンションを準備した 



◆ 周辺の地図・ 災害時の対応と連絡方法 
 

◆ インターネット､携帯電話､水道､電気､ガスの手配 

◆ 部屋に用意する物一覧 

食事 
炊飯器・オーブンレンジ・ガスコンロ 
包丁・まな板・台所洗剤・スポンジ  
食器入れ・ゴミ入れ・米 

掃除 
掃除機・ほうき・ちりとり・バケツ・ぞうきん 
トイレ洗剤・たわし・汚物入れ 

風呂 
風呂ふた・風呂洗剤・スポンジ・足ふきマット 
洗面器・椅子・タオル・バスタオル 

洗濯 洗濯機・物干し・洗濯洗剤・洗濯かご 
寝具 ベッド・布団・毛布 
勉強 パソコン・机・椅子・ゴミ箱 

生活 
衣装ケース・カーテン・カーペット  
自転車・スリッパ 

電化製品 照明器具・こたつ・電気ストーブ 

準備品 



◆ 病院･老人保健施設等全職員に声をかけ 
  準備する物の寄付を募った 

ベッド 
布団 

洗濯機 椅子 机 

衣装ケース 
キッチン 
収納ケース 

テレビ台 照明器具 

冷蔵庫 
オーブン 
レンジ 

炊飯器 

◆ 購入品 



準備 

初めてのEPA看護師候補者の受け入れの為、

日常生活の援助者を決め、サポート体制を整
えた 

 
２ヶ月間日本語学校に午後から通わせた 
 

当院は、毎年フィリピンＥＰＡ看護師候補生を 
採用しているので、先輩が後輩の面倒をみる
ようになり、楽になった 



費用  

◆兵庫県が平成23年度から毎年、外国人看護師 
  候補者就労研修支援事業として、年間一人当たり 
  117,000円の補助金交付あり 

期間 一人あたり 

国際厚生事業団 仲介手数料 約230,000円 

入国後６か月 研修・生活費用  約340,000円 

日本語学校 4ヶ月 約430,000円 

スカイプを使った日本語授業 年間 約160,000円 

日本語の通信教育 年間 約140,000円 



ＥＰＡ看護師候補数と担当者 
 ◆ Ｈ２２年 受け入れ当初（候補者２名） 

    前看護部長が担当（初代） 

   ・日本語習得と生活習慣確立に奮闘 

 

 ◆ Ｈ２３年 ２年目（候補者４名）  

    専従の担当者配置（２代目） 

 

 ◆ Ｈ２４年 ３年目（候補者６名）  

    ３代目が学習の筋道をつくり、学習支援 

   ・午前勉強、午後仕事 

   ❤ 初めて准看護師試験を受験し２名合格 
 

 

 

 

 

 



◆ Ｈ２５年 ４年目（候補者１０名） 

 学習時間 週２日（火・木）終日 

 土曜日は午前仕事、午後日本語学校 

 日記帳、看護技術ガイドの音読、目標管理 

 模擬試験・過去問の答え合わせ（６名で担当） 

 ＪＩＣＷＥＬＳオンデマンド、eラーニング 



ＥＰＡ看護師候補者１０名  



職員や病院内の変化、感想 

EPA看護師候補者は仕事への取組みが真面
目で熱心なので、病棟の雰囲気が良くなった 
 

相手を思いやる気持ちが広がった 
 
病院全体で（彼女達の）面倒をみようという 
  意識が高くなった 
 
患者さんの反応に、喜んだり悲しんだりする 
  こともあり、フォローが必要 



いちえ会 行事 

   ４月 お花見新人歓迎会 

   ８月 納涼祭 

１０月 学術研修会 

１２月 忘年会 

１２月 クリスマス会 

 その他たくさん行事があり、 

マラソン・バレーボール・合唱団
などの同好会も多数あります 

 

お花見新人歓迎会 納涼祭 

忘年会 



洲本伊月病院 学術発表会 合唱団参加 



阿波踊り桟敷席にて鑑賞 



スシローにて昼食 



強運の持ち主です 
平成２５年准看護師試験日は、１０年ぶりの大雪で、降りしきる雪
の中、広島まで車で行く予定だったが、高速道路が閉鎖された為、
急遽新幹線で広島へ・・・ 試験場へ５分前に到着！ 
   （なんと広島には雪が降っていなかった！） 



平成２５年度 試験合格者 

❤１０３回看護師国家試験１名合格（２期生） 
 

❤准看護師（広島県）試験４名合格 

       （２期生①・３期生①・４期生②） 
  

  



今後の課題 

看護師としてのスタート 
  壁は日本語 

 
看護師・准看護師としての研修ラダー 
  プリセプター体制の具体策 

 
今秋２６年度生４名来日予定 
  計１２名の候補者の学習支援対策 


